
令和３年３月２２日 第２回専門委員会 決定 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

那須塩原市食品衛生対策実施要領 

 

１ 趣旨 

 この要領は、いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市食品衛生対策要項に基づ

き、「いちご一会とちぎ国体」（以下「大会」という。）における食品衛生対策の実施に

関して必要な事項を定める。 

 

２ 実施方法 

いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会那須塩原市実行委員会（以下「市実行委員会」

という。）は、いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会実行委員会（以下「県実行委員会」

という。）と相互に連絡調整を図るとともに、関係機関等の協力を得て食品衛生対策

を実施する。 

 

３ 実施内容 

⑴ 食品衛生に関する意識の向上 

ア 広報の内容 

(ｱ) 手洗いの励行のほか、食品の調理・保存等の基本的な食品衛生管理について 

(ｲ) 大会期間中に流行する可能性が高い食中毒の予防対策等について 

イ 活動の内容 

 市実行委員会は、保健所及び市担当課等と連携し、次により広報活動を実施する。 

(ｱ) 県実行委員会が作成した啓発媒体の配布・掲示 

(ｲ) 広報誌、ホームページ等市広報媒体を活用した PR 

(ｳ) 各種講習会及びイベント等を活用した PR   

⑵ 食品関係施設等に対する監視・指導 

ア 食品衛生講習会 

 市実行委員会は、大会開催までに市内の食品関係施設等を対象とした食品衛生

講習会の実施について保健所へ依頼する。 

イ 監視・指導 

 市実行委員会は、食品関係施設等を対象とした監視・指導の実施について保健

所に依頼する。なお、対象となる食品関係施設等の把握については、県実行委員

会が定める様式に基づき計画書等を提出し、監視・実施に協力する。 

⑶ 健康管理 

 市実行委員会は、食品関係施設等に対し、食品に直接接触する作業の従事者の検



便検査や健康状態の確認を行うよう指導する。 

ア 検便検査は、概ね大会前３ヵ月以内に受け、赤痢菌、サルモネラ属菌、腸管出

血性大腸菌等（以下「病原体」という。）の感染の有無を確認する。 

イ 検査の結果、病原体に感染している場合は、検便検査で陰性を確認するまでは、

食品に直接接触する作業に従事しない。 

ウ 従事者の健康状態の確認は、毎日作業前に行う。 

⑷ 食中毒発生時の対応 

ア 市実行委員会は、食中毒の発生又はその疑いに関する情報を入手したときは、

直ちに保健所に連絡するとともに、保健所の食中毒検査に協力する。 

イ 市実行委員会及び保健所は、食中毒はもとより、飲食に起因する可能性のある

健康被害の発生又はその疑いに関する情報があったときは、関係者間において事

前に情報共有を図る。 

ウ 市実行委員会は、保健所の協力を得て、大会期間中における食中毒の発生時な

ど緊急時の連絡体制を別記により整備する。 

 

４ その他 

⑴ この要領に定めるもののほか、食品衛生対策の実施について必要な事項は別に定

める。 

⑵ 競技別リハーサル大会における食品衛生対策の実施についても、必要に応じてこ

の要領を準用する。 



 別記  

食中毒等健康被害発生時の緊急連絡体制 
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◆患者所属団体は、直ちに管轄保健所へ通報するとともに会場地委員会に連絡する。 

◆会場地委員会は、上記連絡のほか実施本部等を通して食中毒に関する情報を得た場合は、直ち

に管轄の保健所へ通報する。 

◆大会関係者に対して、食中毒が疑われる情報を入手した場合、速やかに患者を医療機関に受診

させるとともに、管轄の保健所に通報するように周知する。 
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